
- 1 -

別紙

建設業法施行規則等の一部改正の概要について

１ 主な改正内容

【令和５年１月１日改正】

（１）経営事項審査におけるその他の社会性（Ｗ）改正の概観

・ 現行の「労働福祉の状況（Ｗ１）」、「若年の技術者及び技能者の育成及び確保の状況（Ｗ９）」

及び「知識及び技術又は技能の向上」に関する取組の状況（Ｗ１０）に新設した「ワーク・ライ

フバランスに関する取組の状況」「建設工事に従事する者の就業履歴を蓄積するために必要

な措置の実施状況」をあわせ、新たに「建設工事の担い手の育成及び確保に関する取組の状

況」として評価。

・ また、「建設機械の保有状況（Ｗ７）」及び「国又は国際標準化機構が定めた規格による認証又

は登録の状況（Ｗ８）」の加点対象を拡大・追加。

（１）－１ W1-9 ワークライフ・バランスに関する取組の状況

・ 内閣府による「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する実施要領」（平成

28年３月22日内閣府特命担当大臣（男女共同参画）決定に基づき、「女性活躍推進法に基づく認

定」、「次世代法に基づく認定」及び「若年雇用促進法に基づく認定」について、審査基準日にお

ける各認定の取得をもって、以下の評点で評価。
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（１）－２ W1-10 建設工事に従事する者の就業履歴を蓄積するために必要な措置の実施状況

・ ＣＣＵＳの活用状況を加点対象に追加。

※ 令和５年８月14日以降を審査基準日とする申請で適用

（１）－３ W1-10の改正時期及び総合評定値算出係数の改正内容

・ W1-10については、審査基準日が令和５年８月14日以降である申請について、審査項目に追

加し、審査対象期間外である場合は加点評価は実施しない。

・ 当該項目追加に合わせて、Ｐ点に占めるＷ点のウェイトが大きく増加するため、各項目間

のバランスを維持するべく、総合評定値算出に係る係数を以下のように変更。


